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第５章
極座標による
運動の記述

２次元極座標表示
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2次元極座標の基底ベクトル
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基底ベクトルの時間微分

　er( )t

　eϕ( )t
　er ( )t+dt

eϕ ( )t+dt
 d　 ϕ

deϕ( )t

　der( )t

)()(
)()(
tdtd

tdtd

r

r

ee
ee
ϕ

ϕ

ϕ

ϕ

−=

=

）

）

　（

　（

rr

r
r

t
dt
d

dt
td

t
dt
d

dt
td

eee
e

eeee

ϕϕ

ϕϕ

ϕ
ϕ

ϕϕ

−=−=

==

)(
)(

)()(
両辺をdtで割ると（単位時間あたりの変化にすると）
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したがって、

),( ϕr ではない！



3

極座標表示における
速度および加速度ベクトル
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極座標表示の運動方程式は、
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角速度ωで回転

r成分の運動方程式は、
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2)( ωmrtFr −= 向心力（一定）

φ成分の運動方程式は、
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rもφも一定なので、

円運動している物体には進行方向の力は働いていない
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単振り子
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